
1 継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象または状況はない。

2 重要な会計方針

　 (1)有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券・・・・・償却原価法（定額法）

(2)資産の評価基準及び評価方法

① 販売用資産

② 森林資産

(3)固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産
・・・・・ 償却方法：定額法 ・耐用年数： 年
・・・・・ 償却方法：定額法 ・耐用年数：
・・・・・ 償却方法：定額法 ・耐用年数： 年
・・・・・ 償却方法：定額法 ・耐用年数：
・・・・・ 償却方法：定額法 ・耐用年数： 年

② 無形固定資産
自社利用のソフトウェア（社内における利用可能見込期間（５年）に基づく定額法）

(4)引当金の計上基準

① 賞与引当金

② 退職給付引当金

③ 貸倒引当金

(5)キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

資金の範囲は、随時引き出し可能な預金（貸借対照表の「現金預金」）としている。

(6)消費税の会計処理

税込み方式によっている。

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績を踏まえた一定率
により、また、貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回
収不能見込額を計上している。

　職員への賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当期の負担額を計上して
いる。

　職員の退職給付に備えるため、当期末の自己都合退職による期末要支給額の全額を計
上している。
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　該当なし

　会計基準第27条によっている。（森林資産に期待されるサービス提供能力が著しく低
下した事象又は森林資産の将来の経済的便益が著しく下落したときは、減損処理を行っ
ている。）
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3 重要な会計方針の変更

該当なし

4 表示方法の変更

該当なし

5 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及び残高は、次のとおりである。
（単位：円）

6 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

7 担保に供している資産

該当なし

5,480,000

当期末残高

0 5,480,000

21,244,187,487

172,818,920 8,181,496

区分

基本
財産

特
定
資
産

前期末残高 当期増加額 当期減少額

5,480,000 0 0

5,480,000 0

170,197,050 3,639,424

21,244,187,487 170,197,050

63,612,521 2,621,862 4,542,072

21,313,717,024 21,478,354,448

基 本 財 産 積 立 資 産

特 定 積 立 資 産

計

退職給付引当金積立資産

森 林 管 理 前 受 資 金

特 定 事 業 資 産

分収造林補助金形成資産

計

合計

437,016 8 0 437,024

3,639,424 21,410,745,113

64,049,537 2,621,870 4,542,072 62,129,335

61,692,311

21,410,745,113

特
定
資
産

62,129,335 0

計

名    称

指定正味財産 一般正味財産 負　　債

基本
財産

基 本 財 産 積 立 資 産 5,480,000 5,480,000 0 0

計

21,308,237,024

当期末残高名    称区分
対応する財源等の額

172,818,920 8,181,496 21,472,874,448

5,480,000 5,480,000 0 0

退職給付引当金積立資産 61,692,311 0 0 61,692,311

0 62,129,335特 定 積 立 資 産

合計 21,478,354,448 21,416,225,113 0 62,129,335

0

21,472,874,448 21,410,745,113 0 62,129,335

437,024

特 定 事 業 資 産 21,410,745,113 21,410,745,113 0 0

分収造林補助金形成資産 21,410,745,113 21,410,745,113 0 0

森 林 管 理 前 受 資 金 437,024 0



8 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び期末残高

 （単位：円）

建物
建物付属設備
構築物
造成費
車両運搬具
工器具備品
ソフトウエア
電話加入権

9 資産の評価に関する事項

(1)販売用資産の評価損に関する事項

該当なし

(2)事業資産の減損損失に関する事項

該当なし

(3)分収造林森林資産情報に関する事項

① 分収造林森林資産の貸借対照表価額と回収能力見込額

（注） 回収能力見込額については、標準伐期齢未満の資産は未だ生育途中の森林であり、
その測定は極めて困難であることから除外している。

② 森林資産とその公益的機能評価額
＜森林資産面積 ｈａ＞

※平成13年度日本学術会議答申の１ｈａ当たり評価額
③ 経営改善策等の情報

10,484,356 8,324,506 2,159,850

27,884,518

14,171

表 面 浸 食 防 止 機 能
8,247

評　価　額

102,265

表 面 崩 壊 防 止 機 能

4,925

2,639,050

11,211,585

530,8128,998,741 8,467,929

合　　　計 2,052,597,267 1,787,068,680 265,528,587

162,308,146
29,690,814

1,809,288,855

28,792,487

232,900

82,422,253
9,904,977

1,660,106,386

17,842,629

0

79,885,893

見 込 額

回収能力

当期末残高当期増加額

232,900

19,785,837
149,182,469

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

10,949,858

洪 水 緩 和 機 能
水 資 源 貯 留 機 能

計

前期末残高

貸　借　対　照　表　価　額

当期減少額
森林資産

30,447,304

  （単位：千円）

－76,264

標準伐期齢以上

標準伐期齢未満

2,717,4978,596,353

水 質 浄 化 機 能

4,539,747

257,200

89,650
39,590

335,670
15,921
4,757

3,645

※ｈａ当たり
円

1,123,520

39,096,103 －

581,950

保健・レクリエーション機能 1,270

39,043,657

合　　　　計

二 酸 化 炭 素 吸 収 機 能
化 石 燃 料 代 替 機 能

347,540

　経営改善計画書（令和4年3月）にて、経営改善（R4～R8）に取り組む。

公 益 的 機 能
百万円

8,990
698
127

49,270

2,741,3152,793,761

2,800,968 0 2,800,968



10 保証債務等の偶発債務

該当なし

11 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

 （単位：円）

12 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

補助金

保育保護事業補助金

保育保護事業補助金

公庫借入金利子助成補助金

金融機関借入金利子助成補助金

白山林道県単改良事業補助金

白山林道維持補修事業補助金

白山林道利用促進事業補助金

支援センター補助金

13 基金及び代替基金の増減及びその残高

該当なし

14 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　当期の指定正味財産から一般正味財産への振替額は、次のとおりである。
 （単位：円）

出資金及び出捐金
補助金等
寄付金

15 関連当事者との取引の内容

該当なし

0 124,192,600

岐阜県 0 170,197,050 0 170,197,050
特定資産
指定正味財産

岐阜県 0 124,192,600

岐阜県 0 50,221,806 0 50,221,806

貸借対照表上
の記載区分

一般正味財産

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

平成３０年度岐阜県公募
公債（１０年）第１回

9,943,830 10,000,000 56,170

平成３０年度第１回相模
原市公募公債

36,895,680 37,000,000

150,000岐阜県

岐阜県

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

0

0

0

0

岐阜県 0 27,500,000 0 27,500,000

合　　　計 170,197,050 0 170,197,050

150,000

26,561,488

(注）正味財産の部の指定正味財産が減少する要因の一般正味財産への振替額を記載する。
　　したがって、指定正味財産に係る基本財産及び特定資産の運用益の振替額は含まない。

該当なし

該当なし

区　　分 経常収益 経常外収益 計

岐阜県 0 24,671,784 0 24,671,784

岐阜県

104,320

合　　計 46,839,510 47,000,000 160,490

170,197,050 0 170,197,050

26,561,488

0 0 0 0



16 キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引

(1)現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている金額との関係は

 （単位：円）

現金預金勘定 現金預金勘定

預入期間が３ケ月を超える定期預金 預入期間が３ケ月を超える定期預金

現金及び現金同等物 現金及び現金同等物

(2)重要な非資金取引は、以下のとおりである。

該当なし

17 重要な後発事象

該当なし

535,283,322

当期末前期末

556,493,698

535,723,881

20,769,817

604,812,859

69,529,537

　以下のとおりです。


